
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

西欧中世文書の史料論的研究 : 平成20年度研究成果
年次報告書

岡崎, 敦
九州大学大学院人文科学研究院 : 助教授

山田, 雅彦
京都女子大学文学部 : 教授

徳橋, 曜
富山大学人間発達学部 : 教授

高橋, 一樹
国立民族博物館 : 助教授

他

https://hdl.handle.net/2324/1932626

出版情報：2009-03
バージョン：
権利関係：



13 

西欧中世の証書系史料 ―問題関心の変容と研究の展望― 

 

岡崎敦 

 

はじめにはじめにはじめにはじめに 

 文書史料の二大類型のなかでも、いわゆる証書系史料は、文書形式学の古典的な、ある

いは時期によっては、ほとんど排他的な研究対象であった。多くは単葉の用紙に、法行為、

あるいは法的事実が記載されたもので、法廷において明確な立証能力を持つべく作成、保

管されたものが念頭に置かれている。事実上オリジナルのみが究極の価値を有すると観念

されるため、多様なコピーは、研究あるいは史料刊行上、伝来しないオリジナルの代替物

としての価値しか、基本的には認められていなかった。 

 このような研究のあり方自体が、特定の歴史状況に強く規定されていたことが認識され

るとともに、多様な歴史現象をより豊かに考察するための方法論も深化している現在、あ

らためて、研究の現状を概観することは無意味ではないとも思える。管理・業務系資料の

再評価こそが最近のもっとも注目すべき動向であり、証書系資料とも共通する諸論点が提

起されているとはいえ、ここでは、証書系資料をもっぱら念頭において、研究の現状を、

やや理論的な観点から整理することとしたい 

 以下、まず基本的な問題を確認したのち、最近の注目すべき研究動向論文を紹介しなが

ら、史料が経験する諸段階ごとに、重要な論点をまとめたい。 

 

１１１１.  問題関心の変容問題関心の変容問題関心の変容問題関心の変容 

 マビヨン以来の文書形式学は、事実上、12 世紀以前の証書系史料の百科全書的な知識

の集積と、主として形式批判を通じての偽文書の同定を目標としていたと考えることがで

きる。さらに、19 世紀を通じての国家法制史との癒着は、文書行政史への関心の高まり

とともに、文書の定式性を法的性格と連動させながら、各文書を分類・評価する傾向を強

めた。これに対して、20 世紀にはいると、時期、地域、類型、発給者などの諸面におい

て、視野と対象の拡大が顕著に見られるともに、史料をめぐるコンテクストへの関心が高

まった。とりわけ、文書の機能や伝来に関する諸問題が議論の前面に現れるに至ったこと

が重要である。 

 なかでも、伝来と受容に関わる問題系は、コペルニクス的転回ともいうべき、問題関心

の刷新を将来したと考えられる。この背景にあるのは、記憶や実践、我がものとする利用

など、歴史学、さらには学問全般に関わる関心の変容であるが、いまや、伝来研究は、か

つての史料批判の枠を大きく越えて、「受容」研究全般へと変質しているといえよう。さ

らに重要なのは、この動きが、史料証言の意味と価値をめぐる省察をうながしたことであ

る。歴史家が過去の痕跡として認識するモノや情報は、その生成から現在までの伝来のす

べての過程において、「現実なるもの」が透明な媒体で直接表現されたものではなく、特
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定の状況に規定された諸解釈の積み重なりとしてとらえられるようになった。最後に、文

書史料類型自体もまた、いまや観念的な法的性格や個々の形式によってであるよりは（そ

れ自体、ある種のフィクション＝参照枠として研究の対象となりうる）、むしろアーカイ

ヴズとして形成される群と観念されるに至っている。 

 しかしながら、このような伝来と受容への関心の高まりは、単に文書の後世での利用と

いう次元だけではなく、文書の生成から消滅に至るすべての段階について、共通する諸問

題を提起しているようにみえる。文書のコンテクスト化こそがキーワートであり、この意

味で、2005 年に開かれた文書形式学評議会研究集会における２人のシャルティストの報

告はとりわけ注目に値する。以下では、2007 年に『文書形式学雑誌』  Archiv für 

Diplomatik 上に発表された、この「伝来と受容」と題する動向論文を敷衍するかたちで、

関係の問題を検討したい。 

 

２２２２.  文書の諸段階文書の諸段階文書の諸段階文書の諸段階 

 文書の一生を時間軸にそって分類するなら、生成、利用、保存・管理（さらには消滅）

の 3 段階を想定することができる。これらは、史料の「かたち」という観点から見れば、

それぞれオリジナル、コピーや編纂物、アーカイヴズに対応すると考えられる。以下、時

間軸にそって検討しよう。 

 オリジナルの生成段階に関しては、まず、それ自体が複数の諸段階を包含することに注

意せねばならない。なんらかのテクストが紡がれるためには、先行する諸テクストの参照

が必然であり、とりわけ文書においては、それが「妥当なやりかた」（＝受容されうる形

式）で確保されることが本質的な意味を有する。ここでは、文書類型や形式についてのな

んらかの知識の獲得と維持が問題となるが、最近では、アラス司教文書局研究を嚆矢とす

るトックの一連の研究が、形式や書式の選択についての徹底的な検証という意味で、一つ

の究極的な姿を呈している。 

 他方で、近年、従来やや自明視されていたオリジナル概念についての再考の動きがある。

ここでは、文書の性格に関する伝統的な二つの区別は不十分であり（法行為形成 dispositif 

と法行為告知 probatoire ）、特定の環境のもとで、文書が果たした意味自体を考察せねば

ならない。この点で重要なのは、すべてを広義の力関係に解消しかねない危険性を有して

いた当初の紛争解決系研究を批判的に乗り越える一助として、あらためて文書のオリジナ

ル概念を問うたモレルの研究である。さらに、文書の価値問題は、有効性保証のための記

号や道具、具体的な取り扱い（儀礼における役割、運搬と展示など）などの諸問題と大き

く関わるほか、やや広い展望から見れば、西欧社会における法規範の領域化や諸審級の制

度化の進行などの動きになかに位置づける必要がある。 

 オリジナルについては、そのほか、これに関係する人間たちのあり方（生産する者、見

る者、受領する者、保管する者、崇敬する者など）、具体的形式や形態（複数オリジナル、

キログラフ、更新・修正文書、パンカルト、vidimus など）の研究が重要である。なかで
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も、モノとしての文書についての関心の高まりは、古典的な史料学を越える射程を有して

いる。リュック率いる共同研究はその代表的存在であるが、フランスでも、ナンシー大学

中世テクスト研究所が蒐集したオリジナル文書画像データベース、およびその主導者パリ

ッスやトックたちの諸研究がある。 

 コピー・編纂の段階で問題の焦点となるのは、当然ながら、意志的な行為を行った時期

や場であり、これらはしばしばオリジナルの生み出した諸条件とは時期的、空間的に隔た

っている。ここでは、基本的な検討課題として、転写の「忠実度」（語彙、綴り、言語、

文体、文章、形式、レイアウト、記号的要素、モノ的要素など）、さらには形態（単葉の

コピー、集合転写、合冊される他のテクストとの関係など）があげられる。伝統的な文書

形式学は、これらを偽文書判定や史料刊行の基礎作業とみなしていたが、現在の関心はよ

り広範にわたっている。この点で重要なのは、カルチュレールに対する認識の刷新である。

従来、便利ではあるが信頼性が低いテクスト伝来の一様式以上の関心が寄せられなかった

この「史料類型」は、現在、世界と過去の積極的・意識的な再構成事業とみなされ、多様

な関心の十字路に位置するに至った。しかしながら、文書情報の利用と管理という意味で

は、他にも重要な問題は多い。たとえば、文書伝来数が極度に少ない中世初期をのぞいて、

従来必ずしも大きな関心が寄せられなかった書式集は、過去の実例集として、中世末期に

ついて膨大な伝来量を誇っている。重要なのは、これらは、厳密な意味での文書作成のた

めのマニュアルというよりも、文書を通しての法教育書として編まれ、流布したらしいと

いう点である。 

 しかしながら、管理・業務系資料と接する問題群を提示するものとして、いわゆる「登

記」についての諸問題は特別な重要性を持つ。当局が管理する「原簿」という観念が中世

に存在したかどうかという疑義はいまはおいても、ある時期から、発給文書の控えをとる

慣習が、王や教皇、さらには都市をはじめとする一部の権威（法的効力の保証者）のもと

で普及したという事実がある。最近の研究で、これは当局側の統治テクノロジ―強化とい

うよりもむしろ、受益者側からの要請への対処との見方が示されているように、「登記」

が社会的な価値を持ったとすれば、この問題は、文書の伝来だけではなく（アーカイヴズ

という把握）、生成という次元でも考慮せねばならない可能性がある。 

 最後に、コピーや編纂という領域では、極端な利用という意味で偽文書作成（偽文書作

成には、「あるべき」文書に関する体系的な知識が前提となる）や、広義の歴史編纂事業

との関わりという問題群がある。ここでは、文書（情報）は、必ずしも写されるのではな

く、場合によっては断片化や変容を受けて、異なるコンテクストのもとに再配置されるこ

とになろう。 

 文書（情報）の他への利用は、その前提として文書の読解が必須であり、その処理過程

こそがアーカイヴズ化である。文書管理は、物理的なモノ管理と、管理のための情報管理

からなるが、中世末期から近世を通じて、さまざまな試行錯誤が続けられたことがさまざ

まな研究から分かっている。ここでは、現用文書と古文書（アーカイヴズ）を峻別して、
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後者のみに関心を限定することは生産的な議論ではなく、文書の作成から消滅までの全段

階を包括的にとらえる新しいアーカイヴズ観が必要である（フランスのアーカイヴズ学で

は、レコードとアーカイヴズの区別がなく、原局で生成した段階からすべてアーカイヴズ

として一括され、その処理に関しても、文書管理局の関与が法制化されている）。 

 具体的な検討課題としては、どのような情報が（資料群の認識、選択）、どこに（場所、

組織、管理者）、どのように（分類、建物や収納具、目録等の作成）保存・管理されるの

かが問題となる。このような細部は、一方で、情報処理テクノロジーの歴史を表現するだ

けではなく、他方では、過去の実務情報と権力との関係や、過去意識と集団アイデンティ

ティ醸成等の諸問題にも直接連なるものといえる。 

 

３３３３.  文書伝来の諸問題文書伝来の諸問題文書伝来の諸問題文書伝来の諸問題 

 最後に、文書伝来への新たな関心があらためて提起する諸問題を概観して、本稿を終え

たい。 

 「伝来」という現象が、必然的に歴史的な性格を帯びる「操作」であることの認識がつ

よまった結果、歴史家は、従来以上に、「現在伝来する史料（情報）の評価」の問題に切

実に直面しているといえる。古典的な史料学は、「伝来する材料から、伝来しない材料を

推測する」作業を積み重ねてきた一方（知識の体系化を前提として、史料情報の個別の欠

陥を、ジグゾーパズルのピースのように埋めていく作業）、「沈黙からの ex nihilo 」推

論は厳にいさめられていた。 

 しかしながら、特定の史料類型、あるいは史料群自体が「体系的に」失われている場合、

既存の方法論では限界があることは明らかであり、歴史家の史料認識の前提となる知識の

体系の射程を根本的に再考せねばならない。たとえば、特定の史料（群）の代表性問題は、

個々の史料証言の妥当性という次元（ばかりで）はなく、およそ存在し得た他の史料類型

（群）との関係で考察せねばならない。この際、一方では、あるテクストの生成を推定さ

せるテクスト環境、すなわち、プレ＝テクスト、メタ＝テクストなどの状況が重要な示唆

を与えるはずであり、他方では、管理や廃棄自体に関する個別研究や、その体系化が望ま

れる。具体的には、モノや書式などをめぐる形而下的要素と、意味や重要性などの価値の

あり方を問う広義の文化・思想研究の双方が必要なのである。 

 

おわりにおわりにおわりにおわりに 

 もっぱら証書系史料を念頭において洗練されてきた古典的文書形式学の方法論の体系は、

新たな知識の実証的な蓄積という前提のみならず、「網羅と列挙」というデカルト的認識

論によるという意味でも、典型的な近代の知という位置づけを与えられる。「独自な歴史

像の構築」を標榜する「ポスト＝モダン」にあっては、このような知の体系はもはや用済

みで、「役に立たない」のであろうか。 

 知識の体系化と個々の現象の位置づけという、基本的には「比較の視座」という関係論
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に立脚しながら、モノ研究の洗練に代表される批判技術の洗練や、受容をキーワードとす

る関心の射程の拡大を続ける文書形式学は、「制御された想像力」という「文明の技法」

としての有効性を、いまだ失ってはいないと思われる。 
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